
◎文化財保護法の一部を改正する法律
（平成一四年七月三日法律第八二号）　　

一、提案理由（平成一四年五月二九日・衆議院文部科学委員会）

○遠山国務大臣　このたび、政府から提出いたしました文化財の不法な輸出入等の規制

等に関する法律案及び文化財保護法の一部を改正する法律案について、その提案理由及

び内容の概要を御説明申し上げます。

　文化財の不法な輸出入等の問題につきましては、特に近年におけるグローバル化の進

展に伴い、その取り締まりを強化する必要性が国際的に広く認識されるようになってお

ります。

　このような状況の中で、既に採択されている文化財の不法な輸入、輸出及び所有権移

転を禁止し及び防止する手段に関する条約につきまして、我が国として締結することを

承認いただくために、今国会に提出されているところであります。

　今般提出いたしました二つの法律案は、ともに相まってこの条約の適確な実施を確保

するための所要の国内法整備を行うことを目的とするものであります。

……………（略）……………

　次に、文化財保護法の一部を改正する法律案について内容の概要を御説明申し上げま

す。

　我が国の文化財の不法な輸出を防止するため、重要有形民俗文化財の輸出について現

行の届け出制から許可制に改めることとしております。

　なお、この法律案は、条約が日本において効力を生ずる日から施行することとしてお

ります。

　以上が、これらの法律案の提案理由及びその内容の概要であります。

　何とぞ、十分御審議の上、速やかに御賛成くださいますようお願いいたします。

二、衆議院文部科学委員長報告（平成一四年六月六日）

○河村建夫君　ただいま議題となりました両法律案につきまして、文部科学委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。

……………（略）……………

　次に、文化財保護法の一部を改正する法律案について申し上げます。

　本案は、条約の適確な実施を確保する等のため、重要有形民俗文化財の輸出について、

届け出制を許可制に改めるとともに、許可を受けないで輸出した者の罰則を定めること

であります。

　両法律案は、五月二十八日本委員会にそれぞれ付託されました。翌二十九日一括して

議題とし、遠山文部科学大臣から提案理由の説明を聴取し、昨六月五日質疑を行い、採

決の結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

　以上、御報告申し上げます。

三、参議院文教科学委員長報告（平成一四年六月二六日）



○橋本聖子君　ただいま議題となりました両法律案につきまして、文教科学委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。

……………（略）……………

　次に、文化財保護法の一部を改正する法律案は、同条約の適確な実施を確保する等の

ため、重要有形民俗文化財の輸出について届出制から許可制に改めようとするものであ

ります。

　委員会におきましては、両法律案を一括して議題とし、文化財の不法取引防止のため

の国際的データベースの必要性、盗難文化財返還の際に政府の果たす役割等について質

疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願いたいと存じます。

　質疑を終局し、順次採決の結果、両法律案はいずれも全会一致をもって原案どおり可

決すべきものと決定いたしました。

　以上、御報告申し上げます。


